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はじめに

Anadara 属「アカガイ(赤貝) 」の和名は近年の学術論文ではフネガイ目フ
ネガイ科リュウキュウサルボウ属(アカガイ属)にされている(松原ほか 2022)。

にぎり寿司のネタとして多くの人に喜ばれて食されていて、これらの多く
はアカガイ属やそれに近縁なハイガイやそれにサルボウガイなども、むき身
に加工されアカガイとして販売されている。ちなみにアカガイの身が赤いの
は、呼吸色素がヘモグロビンと同様に鉄ポルフィリンを補欠分子団とするエ
リスロクルオリンのためとされている。 (ウィキペディア)

Anadara 属が出現したのは 漸新世（約3000万年前) といわれている (岩崎
1964) 。中新世には浅海の砂泥質の海底で大繁栄して多くの種や亜種が現れ
た。またこれらは古くから多くの分類学の研究者の対象として注目を引くこ
とになり、現在でも議論は続けられている。(藤井 1961, Noda 1966, 野田・
高橋 1986, 鈴木・林 2015 ほか) 今回、これまで主に西日本地域で採取した
標本や、交換で入手した標本を再検討したので、その結果を報告する。

アカガイ Anadara  (Scapharca)  broughtonii
 殻表には暗褐色のやや硬い毛が生えている

アカガイは、にぎり寿司のネタとして食され
ている。 (🄫ぼうずこんにゃく)

Anadara 属の一般的な特徴
Anadara 属は、一般的に殻が厚く、殻表には殻頂から腹縁部

にかけての明瞭な多数の放射肋が装飾され、殻頂から同心円状に
広がる成長輪脈と交叉することによって、肋頂に結節をつくる場
合もあり、また肋頂に細い溝線を有するものもあり、2分枝肋と
呼ばれている。最大の特徴は二枚の殻の合わさり部のヒンジとか
蝶番と呼ばれるところに、多くの歯が櫛歯状の構造で一直線上に
並び、高さの低い三角形の広い靭帯面をもち、丸く大きな殻頂が
その嘴を靭帯面に巻き込むように被さる。これによって殻頂を通
る縦断面はハート型を呈する。殻頂は多くの場合前方にかたよる。
殻内壁には、前後に殻の開閉筋跡が保存の良いものは茶褐色の色
まで残っている。また前部の筋痕は後部のそれより小さい。丸く
広がる腹縁端は放射肋に対応して刻まれる。套線は明瞭であるが
ハマグリやアサリと同様の外套湾入はない。アカガイは水管を持
たず、外套膜で 入水管と出水管に相当するような水管状の2つの
孔を 泥表面に形成するのが観察されている (沼口 1998) 。

AS: 前閉殻筋痕,  
B:  嘴 (くちばし) 殻頂,
B1: 前端からくちばしの位置,
B2: 殻の前端からくちばしの位置,
H:  殻高,  L:  殻長,  LH: 靭帯の高さ,  
LL: 靭帯(じんたい)の長さ,
PA: 鉸線と殻の後端の間の角度,  
PS:後閉殻筋痕, SA: 殻の前端と後端の間の角度,  
UA: 殻頂角

標本リストと殻の形態の測定

各産地で得られたすべての個体の計測をする必要があるが、この報告では省略し産地ごとの最も保
存の良い個体を1標本選び測定した。尚、同一産地から別種が見出される場合はそれぞれの1個体を測
定した。種名の確定できないものは暫定的にすべてをAnadara sp.とした。

殻頂Lから靭帯高までの計測値の単位はmm,  ()は標本に破損部があることを示す

標 本 リ ス ト

№ 標本名 産 地 時 代 地 層 放射肋数
殻 長

Ｌ
殻 高

Ｈ
靭帯長
ＬＬ

殻頂位置
Ｂ1

靭帯高
ＬＨ

殻円形度

Ｌ/Ｈ

殻膨み度合

２ＬＨ／Ｌ

1 Anadara antiquata 西表島 現 生 - 34 76 53 48 21 8 1.43 0.21

2 A. watanabei 浜 田 中新世 畳ヶ浦層 32 55 38 38 17 2 1.45 0.07

3 A. cf.  abdita 三 次 中新世 備北層群 28 32 22 16 7 2 1.45 0.13

4 A. cf. kakehataensis 庄 原 中新世 備北層群 26 44 37 30 14 7 1.12 0.31

5 A. sp. 1 出 雲 中新世 出雲層群 28 14 11 8 3 1 1.27 0.14

6 A. tazawensis 神 西 中新世 出雲層群 26 43 38 26 9 5 1.13 0.23

7 A. (Scapharca) suzukii 唐の浜 鮮新世 唐ノ浜層群 25 63 44 48 19 6 1.43 0.19

8 A. daitokudoensis 辻 田 中新世 備北層群 32 48 36 40 14 5 1.33 0.21

9 A. cf. abdita 辻 田 中新世 備北層群 28 27 20 22 8 2 1.35 0.15

9-1 A. sp. 2 辻 田 中新世 備北層群 38 29 27 21 9 2 1.07 0.14

9-2 A. kakehataensis 大 佐 中新世 備北層群 26 60 60 38 19 8 1.00 0.27

10 A. kakehataensis 津山近郊 中新世 勝田層群 26 83 75 67 23 18 1.11 0.43

10-1 A. kakehataensis の幼貝？ 津山近郊 中新世 勝田層群 26 29 20 20 8 2 1.45 0.14

11 A. kakehataensis つく米 中新世 鳥取層群 26 53 42 34 14 8 1.26 0.30

12 A. sp. 3 関 宮 中新世 北但層群 28 43 30 33 14 2 1.43 0.09

12-1 A. kakehataensis 八 鹿 中新世 北但層群 32 53 40 42 23 8 1.33 0.30

12-2 A. (A.) cf. ogawai 八 鹿 中新世 北但層群 28 29 21 25 13 - 1.38 -

13 A. kagoshimensis 姫 路 完新世 播磨層 32 72 58 46 21 9 1.24 0.25

14 A. (S.) satowi 梅 田 完新世 梅田層 37 105 86 72 32 10 1.22 0.19

14-1 A. (S.) broughtonii 梅 田 完新世 梅田層 42 (94) 75 60 27 6 1.25 0.12

15 A. cf. kakehataensis 宇治田原 中新世 綴喜層群 26 41 30 27 10 6 1.36 0.29

16 A. granosa 名古屋港 完新世 南陽層？ 18 57 47 21 9 4 1.21 0.14

16-1 A. satowi 名古屋港 完新世 南陽層？ 32 62 52 41 20 7 1.19 0.23

16-2 A. inaequivalvis 名古屋港 完新世 南陽層？ 33 37 30 20 9 1 1.23 0.05

17 A. cf. kakehataensis 鮎 川 中新世 鮎川層群 26 50 43 36 13 8 1.16 0.32

18 A. kakehataensis 輪 島 中新世 東印内層 26 49 43 26 18 10 1.14 0.41

19 A. sp. 4 珠 洲 中新世 東印内層 (24) (17) 15 12 6 1 1.13 0.12

20 A. kakehataensis 八 尾 中新世 黒瀬谷層 26 29 23 20 6 2 1.26 0.14

20-1 A. abdita 八 尾 中新世 黒瀬谷層 32 58 47 35 19 6 1.23 0.21

21 A. cf. makiyamai 豊 科 中新世 青木層 34 46 41 33 13 6 1.12 0.25

22 A. (S.) broughtonii 木 下 更新世 木下層 42 95 72 62 30 8 1.32 0.17

23 A. hataii 棚 倉 中新世 久保田層 32 61 50 40 20 8 1.22 0.26

24 A. arasawaensis 田沢湖 中新世 山津田層 32 65 52 47 23 12 1.25 0.36

(🄫ぼうずこんにゃく)

図1 部位説明図 Noda   1965より

表1 標本部位計測結果 図2 標本の産地位置図



本報告で取り上げたAnadara 属は、秋田県から沖縄県西表島の現生種と化石種の自採、および交換品
を使用した。よって標本の採取地に偏りがあり、分布地についての調べが十分にできないが、西日本中
国地方の中新世中期の備北・勝田層群ほか、また大阪の梅田層や名古屋港の南陽層？、また、姫路市内
での下水道工事で地下2ｍ近くで採取した完新世および西表島の打ち上げ貝も検討に加えることができ
た。勝田・備北層群の中新世中期の A.kakehataensis,  A.daitokudoensis,  完新世の大阪・名古屋港な
どのA. satowi ( サトウガイ) ,  A. brougtonii  (アカガイ), 等について殻の外形の特徴を以下に紹介する。
その他の産地のAnadara 属についても表1に殻の各部位の計測結果を示した。

Anadara 属の分類

Anadara daitokudoensis
          ダイトクドウアカガイ

Anadara kakehataensis
            カケハタアカガイ

Anadara cf. abdita
アブディタサルボウ

Anadara (Scapharca) satowi
サトウガイ

Anadara (Scapharca) broughtonii
       アカガイ

Anadara kagoshimensis  
     カゴシマサルボウガイ

産地 : 岡山県津山市高尾
時代 : 新第三紀中新世中期
地層 : 勝田層群 吉野層

老成化した大型で、殻
が厚い標本、カケハタア
カガイの放射肋は26本
殻の膨れは大きく、殻頂
は中央よりやや前方に偏
り巻き込む。

靭帯面は広く、5～6本
の装飾が一直線に並んだ
櫛歯と共に波打ちながら
平行に見られる。

左殻

産地 : 岡山県新見市辻田
時代 : 新第三紀中新世中期
地層 : 備北層群 下部層

丸く膨れが強く、殻頂
は靭帯面に巻き込み、ま
た殻頂部の丸みは、カケ
ハタアカガイより、丸く
大きく膨らみ、前方に偏
り巻き込む。放射肋数は
32本とやや多い。

靭帯面は4～5本の装飾
が山形に波打って見られ
る。殻を前後方から見る
とハート型を呈している。

合殻

産地 : 岡山県新見市辻田
時代 : 新第三紀中新世中期
地層 : 備北層群 下部層

左図のダイトクドウア
カガイと同産地で得られ
た。小型の横に長い形状
で、殻の膨らみは弱い。
放射肋数は28本で肋頂に
細く線状の溝があり2分枝
型。靭帯面は非常に狭く、
靭帯面には2～3本の装飾
がある。右殻で後方の腹
縁端で右殻が少し大きく
噛み合わせが合わない。

合殻

図のスケールバー 10ｍｍを示す

産地 : 大阪市北区梅田
時代 : 第四紀完新世
地層 : 梅田層

放射肋数は37本、殻頂
は大きく丸く嘴の靭帯面
への巻込みは小さく、靭
帯面に気波打った装飾が
7本読み取れる。開閉筋痕
は前方より後方の方が大
きく、腹縁端は放射肋に
対応して刻まれ、その内
部側には套線痕が明瞭に
現れ、外套湾入はない。

左殻

産地 : 大阪市北区梅田
時代 : 第四紀完新世
地層 : 梅田層

サトウガイによく似る
が放射肋は間隔が狭く42
本、サトウガイと同様に
殻長が10㎝を超えるもの
も見る。殻頂は大きく丸
く嘴の靭帯面への巻込み
は小さく、靭帯面はサト
ウガイに比べて狭い。放
射肋と成長輪脈の交叉部
の結節はほぼ見られない。

産地 : 姫路市広畑区小松町
時代 : 第四紀完新世
地層 : 播磨海成粘土層

32本の放射肋を持ち、
殻幅 は大きく丸い、靭帯
面も広く、片殻で波形の
装飾も6～8本ある。腹縁
部のかみ合わせは左殻が
少し大きいため、ずれて
いて、左右不等殻といえ
る。殻頂はほぼ中央で、
嘴部はの巻込みはない。

右殻

合殻

西日本の中新統から産出するAnadara kakehataensis について

A. kakehataensis は、糸魚川・静岡構造線より西側に分布する中期中新世のマングローブ環境に堆積
した地層中から多産する。また殻が厚く強靱なため化石の保存状態が良く，研究対象として魅力的な二
枚貝類である。そのため古くから調べられ、多くの産出報告があるが（Noda 1966 など）、産地毎の産
状の比較は十分に行われていない。そこで今回は、最もフィールド調査を行った勝田層群から得られた
標本に，近隣の備北・鳥取、北但層群の標本も加えて産状と共産化石などを表2に整理した。

表2 産地による
Anadara kakehataensis の産状や共産化石の比較

№ 産地 地層名 岩質 産状と共産化石

1 佐田谷 備北層群是松層 泥質砂岩 下部砂岩層のビカリアを含むコンクリーションには含まれず基質の泥岩層に合殻で産す

2 辻田 備北層群下部層 砂質泥岩
開発工事によって現れた露頭、保存の良いアキラ,ビカリエラ．などのほか 特に A. daitokudoensis, A. sp.伴

う.

3 大佐 備北層群下部層 砂質泥岩
水田の用水路底の砂質泥岩に10cmを超えるビカリアやヤマナリウミニナが散在して見られる中に稀に産し

た合殻の良品. 

4 奈義町各地 勝田層群吉野層 砂質泥岩
ビカリアの多産地として知られる奈義町には砂質泥岩の吉野層が広く分布し、ビカリアを始めマングロー

ブ環境の貝類化石を多産.

5 院内大池 勝田層群吉野層 礫層
農業用溜池岸の露頭で下位にカキ殻を含む礫岩層上位に. 殻内部まで、飴色の方解石に置換したツリテラを

多産. 

6 皿川河床 勝田層群吉野層 砂質泥岩
河川工事で現れた吉野層にビカリアやカキ, ゲロイナ, オキシジミなど産し. Anadara は合殻, 片殻など圧力

変形はあるものの保存は良い.

7 つく米 鳥取層群諸鹿層 砂質頁岩
鳥取層群の堆積層に第四紀の氷ノ山火山岩類の貫入によって泥岩が頁岩状に変成を受け,含有化石も圧力変

形を受けたものが多い.

8 八鹿 北但層群村岡層 泥質砂岩
茶褐色に風化した泥質砂岩層からユキノアシタガイなどを伴って産するが、勝田層群奈義町で見られるビ

カリアは見られない.

9 宇治田原町 綴喜層群湯屋谷層 砂質泥岩 スダレハマグリ等の密集層中に流れ込んだと考えられる保存の良くない右片殻を1個体だけ得た.

10 鮎川海岸 鮎川層群国見層 砂質泥岩 海岸露頭の転石と思われるものからビカリアを伴って産出、破損部がある左片殻を得た.

11 徳成 東印内層 砂質泥岩 地区の小さな沢岸の露頭に多くの個体を含むコンクーションから多産する.

12 八尾 黒瀬谷層 砂質泥岩 (未調査) 八尾町掛畑の久婦須川岸の小さな露頭. カケハタアカガイやゲロイナなどを共産.

まとめ
なると不鮮明ことが多いが、種ごとでその数が異なる
ことから、種を判断する大まかな基準として使用でき
る可能性がある。外形の測定値を種の判断に用いるこ
とは圧力変形を考慮する必要があり、今回対象とした
資料の数ではその有用性が判断できない。西日本のA. 
kakehataensis の産状で、他の種も含め複数個体の集
まった場合以外、それぞれの1個体がコンクリーショ
ン化した標本を見ていない。これらは、今後の課題と
して現地調査を続け標本数を増やしていきたい。
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アカガイ属の放射肋の数は殻の前後の端近く

左殻

図3 主要な標本の特徴


	スライド 1
	スライド 2

